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平成30年度決算認定

Q：門川町の借金って？どうなの？
A：�借金がどのくらいあるのか？を比率にしたものを、「実質公債比率」といいます。門川町は、
平成 21年から 29年までの 9年間においては県内で一番低く、借金の一番少ない市町村と
して、現在、宮崎県で最も健全に運営されています。

Q：今後、新しい庁舎や、共同調理場を作っても大丈夫なの？
A：�門川町には現庁舎をはじめ、30年以上経過した建物（学校など）がありますので、今後は
建て替えや補強が必要になってくるでしょう。ですが、現在の将来負担比率はゼロです。
つまり、将来においてもいつでも健全に運営できるということになります。緊急防災減債
事業債などをはじめとする、門川町に有利な借金や様々な補助金を利用しながら、町民に
とって一番負担の少ない財政運用を目指しています。議会としては、これからも適正に運
用されるよう、監視していきます。（記　中城）

一般会計決算認定（賛成多数）

特別会計・水道事業会計決算認定（全員賛成）

会計名
国民健康保険事業
後期高齢者医療
介護保険事業
簡易水道事業
水道事業

24億6035万3000円
4億3561万3000円
16億7542万7000円

1138万7000円
3億2271万2000円

22億3298万9000円
4億3222万6000円
15億7555万円
998万3000円

2億5188万9000円

歳入決算額 歳出決算額

当初予算
国庫補助の決定等に伴う補正
最終予算

６７億８０００万円
２０億２４９８万３０００円
８８億４９８万３０００円

歳入
歳出
歳入歳出差引額

８４億７２３５万４０００円
８１億８３１１万７０００円
２億８９２３万７０００円

一般会計の予算規模は、

となりました。これは、平成 29年度にくらべて、6.2％の増額予算になります。
この予算に対しての決算額は、

（千円未満四捨五入）

（千円未満四捨五入）

となりました。この中から、平成31年度への繰越明許費繰越額の一般財源等4128万2000円
があり、差し引いた実質収支額は、２億4795万5000円の黒字決算となりました。

令和元年 第３回定例会表決表 ○：賛成、●：反対、―：議長

平成30年度門川町一般会計
歳入歳出決算認定について

議　　案
（全員賛成の議案は除きます。）

○

広
瀬

　拓
也

○

宇
都
宮
三
良

○

出
口

　希
俊

○

山
岡

　節
夫

○

中
城

　資
力

○

森
川

　春
夫

○

菊
地

　稿
治

○

森

　
　誠
一

○

請
関

　義
人

○

水
永

　正
継

●

神
﨑
千
香
子

○

安
田

　茂
明

○

岩
佐

　祐
一

－

内
山
田
善
信

令和元年  第３回定例会 ９月３日～20日の18日間行われました。

門川町のお金って、今後は大丈夫？

令和元年度

一般会計
補正予算

総額 92億1833万4000円

歳入歳出それぞれ
1億8893万2000円を追加

可
決

主なもの

特別会計補正予算

会計名

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

1億8736万4000円

1358万5000円

7404万円

今回補正

25億6850万8000円

4億4820万8000円

16億9455万2000円

総　額

【歳入】
（追加分）
・町税 ……………3551万5000円
・町債 ……………1224万4000円
（減額分）
・地方特例交付金… 56万8000円
　　　　　　　　　　　　　 など

【歳出】
（追加分）
・自主防災組織整備事業補助金 ……300万円
・財政調整基金積立金 …………… 8000万円
・し尿処理施設維持管理事業 785万7000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

平成30年度決算認定については「討論」がありました

12対1で
可決！

　新庁舎の設計費用約１億円は、町民の命を優
先し、働く場の確保などバランスのとれた施策
とは言い難い。
　緊急防災・減災事業債を借りる条件は、新庁
舎建設が町の防災計画に定めてあることだが、
当時はそれがなかったにも関わらず、他の事業
との整合性を検討しないまま、平成29年度に
新庁舎建設が防災計画に追加された。門川南ス
マートインターチェンジ付近に整備予定の産
業団地などの計画も全く進んでいない。

神﨑 千香子議員反対

　各常任委員会委員長報告は、認定である。
　また、決算審査意見書でも、黒字決算であり
財政収支の面からも健全性は保持されており
近隣及び類似自治体と比較して、本町は低く
安定した財政運営が図られており、賛成する。

安田 茂明議員賛成
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平成30年度決算    認定委員会審査

≪総務課≫
問：�自主防災組織への補助金は、12地区で 243万円ある。
　　仮に、申請地区が増えてきた時の予算措置は出来るのか。
答：申請内容を精査しながら、補正予算を組み対処していく。

≪社会教育課≫
問：�門川中学校横の武道館について、かなり老朽化が進んでい
るが修繕費などについて今後の見通しは。

答：�年間 10万円程度の修繕費で対応している。今後、公共施
設の長寿命化計画の策定をする予定。建て替えなどの必要
性を含め武道館のあり方を再度検討する。

≪町民課≫
問：�子宮頸

けい

がんワクチン接種の現状とワクチンの副作用とみら
れる相談は。

答：�平成30年度接種者14人、25年から定期接種になったが、
副作用問題で積極的な接種勧奨中止が続いている。副作用
に対する問い合わせは1件あった。

≪まちづくり推進課 (商工観光係 )≫
問：�門川南スマートインター利用促進チラシは、どこにどのよ
うに配布したのか。

答：�2,000 枚作成し、南からの高速道路利用者を対象に、霧
島 SA、�NEXCO西日本に 600枚配布し、九州管内の SA
に設置してもらっている。ほかに県の高速道路対策室、日
向土木事務所、宮崎県観光協会にそれぞれ 100枚ずつお
願いしている。

≪農林水産課・農業委員会≫
問：�広域農道整備事業の進捗状況は。
答：�門川町の分は、90％程度完成。あとはトンネ
ル内の電気設備工事など。令和 2年 3月に完
成予定。

問：�有害鳥獣駆除事業で、捕獲数について前年比は。
また、被害額は。

答：�捕獲数については、若干増えてきているが、被
害額としては減っている。ワイヤーメッシュ電
気柵などが効果的に設置されている。

≪まちづくり推進課≫
問：�福祉健康交流研修施設（心の杜）は、運営費と設備老朽化
更新費を加えると、8000万円ほどの赤字になっている。
更新費用が見えるかたちにできないものか。また、赤字体
質改善のため、経営改善を指導・支援する機関等はないか。

答：�実質赤字は8000万円程度である。次年度から予定してい
る公共施設老朽化更新個別計画の策定で対応していきた
い。後段の質問に対しては、今後の課題として取り組む。

≪教育総務課・共同調理場≫
問：�小中学校の電気料について、年間1200万円程度かかって
いるが、空調使用開始後の見込みは。

答：�今年度は、8月の学期初めから9月いっぱいまで使用予定。
その数字をみてからになる。ただし現状予算では厳しくな
る可能性があるため、補正も考えている。

①�心の杜の経営について、年間20万人の来客は門川町にとって大変魅力的である。町内ではこのような集
客力は他にはない。施設も20年経過している。今後の心の杜のあり方について、検討する時期に来てい
るのではないか。
②�少子高齢化がますます進む今日において、住民にとって健康と医療、防災等の問題は切実で、その重要度
はますます高まっている。一方、行政側にとっては、これらの問題の大きさや複雑化により、対応が困難
になってきているように思われる。業務目的を達成するために、それぞれの課において職員数は適正であ
るのか検討が必要ではないか。

≪福祉課≫
問：�多機関の協働による包括的支援体制構築事業「つながり」
の成果と活動は。

答：�子どもの引きこもりや困りごと等、自宅を訪問し情報を把
握する活動をしている。3年で国の事業は終わるが、今後も
続けたい。

≪建設課≫
問：�公園遊具点検業務の頻度は。
答：�年1回で、遊具のある公園22カ所すべて専門業者に
委託している。報告を上げてもらい、必要に応じて修
繕等を行っている。

　今回の各常任委員会の「決算認定」は、今まで議会で議決してきた案件について、門川町がどのよ うに取り組んで、どのような成果が出たのか、その内容を一つ一つ慎重に審査しました。
　その内容の主なものを抜粋して掲載しています。

総務財政厚生常任委員会産業建設文教常任委員会

総務財政厚生常任委員会からの意見

南町1区高台避難所（補助金使用例）

心の杜

門川中学校横の武道館

門川南スマートインターチェンジ

NPO法人つながり　事務所

決　

算　

審　

査

決　

算　

審　

査



一般質問一般質問 ３人が登壇！あなたの声を町政に
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長などの方針を問うものです。
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る
断
面
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

問
県
は
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
、
小
学
校
か
ら

半
径
５
０
０
ｍ
の
範
囲
に

あ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
高

い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去

促
進
の
補
助
制
度
を
開
始

し
た
が
、
門
川
町
の
取
り

組
み
は
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
費
用

最
大
15
万
６
千
円
を
補
助

す
る
。

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除

去
促
進
事
業
と
し
て
国
が

２
分
の
１
、
県
が
４
分
の

１
、
町
が
４
分
の
１
の
負

担
を
す
る
。

　

石
塀
等
も
含
む
。

問
こ
の
制
度
の
住
民
に
対

す
る
周
知
は
。

　

昨
年
度
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
危
険
箇
所
調
査
を
実
施

し
た
の
で
。
今
後
、
制
度

の
周
知
を
実
施
す
る
。

問
昨
年
、
町
が
調
査
し
た

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
は
。

　

１
４
７
箇
所
。

問
現
在
、
門
川
町
が
行
っ

て
い
る
木
造
住
宅
耐
震
化

制
度
と
は
。

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
着

工
の
旧
耐
震
基
準
で
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
し

て
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改

修
設
計
・
工
事
を
行
う
。

問
こ
の
制
度
の
支
援
内
容

は
。

　

耐
震
診
断
は
無
料
。

　

耐
震
改
修
設
計
・
工
事

は
最
大
１
０
０
万
円
補
助

す
る
。（
国
が
２
分
の
１
、

県
が
２
分
の
１
、
町
が
４

分
の
１
補
助
）

問
現
在
ま
で
の
実
施
状
況

は
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
に
、
耐
震
診
断
61

件
。

　

耐
震
設
計
・
改
修
は
３

件
。

問
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が

心
配
さ
れ
る
が
、さ
ら
に
町

独
自
の
支
援
は
な
い
の
か
。

　

こ
の
制
度
は
充
実
し
て

い
る
の
で
、
今
後
も
周
知

を
図
り
、
促
進
す
る
。

 

町 

長

 
町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

建
設
課
長

 

建
設
課
長

五十鈴川、小園井堰より
分蔵大橋を臨む
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問
街
区
公
園
は
、
区
民
外

の
利
用
者
も
多
い
。
光
熱

水
費
及
び
消
耗
品
等
は
行

政
が
負
担
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
補
助
金
で

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
海
浜
公
園
は
施
設
の
老

朽
化
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
も

変
化
し
て
き
て
い
る
。
現

状
の
課
題
と
将
来
展
望
は
。

　

公
園
の
課
題
は
、
施
設

老
朽
化
と
利
用
の
仕
方
の

問
題
と
承
知
し
て
い
る
。

　

将
来
構
想
は
第
五
次
長

期
総
合
計
画
に
も
記
載
し

て
い
る
。
次
の
国
民
体
育

 

町 

長

 

町 
長

 

建
設
課
長

 

建
設
課
長

 

環
境
水
道
課
長

 

社
会
教
育
課
長

 

社
会
教
育
課
長

 

町 

長

問
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、

側
溝
清
掃
は
業
者
に
依
頼

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
費

用
助
成
で
き
な
い
か
。
側

溝
改
善
の
取
り
組
み
は
。

　

業
者
に
清
掃
を
依
頼
し

て
い
る
地
区
は
少
な
く
、

補
助
金
交
付
は
公
平
性
を

欠
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

側
溝
の
不
具
合
改
善
や

蓋
の
軽
量
化
を
進
め
て
い

る
。

問
側
溝
の
流
れ
が
良
い
所
、

悪
い
所
で
は
清
掃
回
数
に

差
が
出
る
。

　

清
掃
作
業
が
楽
に
な
る

蓋
の
軽
量
化
の
取
り
組
み

は
。

　

46
㎏
を
23
㎏
の
蓋
に
交

題
で
あ
る
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
道
に
つ

い
て
は
健
康
志
向
の
高
ま

り
も
あ
り
検
討
し
た
い
。

　

芝
生
堆
肥
化
の
場
所
は

指
定
管
理
者
と
対
応
を
検

討
す
る
。

問
将
来
構
想
に
つ
い
て
現

状
施
設
を
そ
の
ま
ま
維
持

し
て
い
く
の
か
、
経
済
浮

揚
効
果
を
伴
う
施
設
に
改

善
す
る
の
か
、
健
康
志
向

の
高
ま
り
を
配
慮
し
た
施

設
充
実
に
取
り
組
む
の
か
、

方
向
性
を
決
め
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
。

　

長
期
総
合
計
画
を
見
直

す
過
程
で
提
案
内
容
を
織

り
込
む
事
も
含
め
て
総
合

的
に
検
討
し
て
行
き
た
い
。

大
会
に
向
け
て
改
修
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
内

容
を
織
り
込
む
。

問
利
用
者
に
公
園
の
課
題

を
聞
く
と
次
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

・�

危
険
球
の
飛
び
込
ま
な

い
場
所
に
遊
具
移
転

・
外
周
道
路
傷
補
修

・�

樹
木
下
に
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
道
が
欲
し
い
。

・�

刈
芝
堆
肥
化
は
景
観
を

損
な
っ
て
い
る
。

急
ぎ
対
応
す
べ
き
で
は
。

　

外
周
道
路
補
修
は
本
年

度
も
施
工
予
定
で
あ
る
。

遊
具
移
設
は
、
次
の
国
民

体
育
大
会
を
見
越
し
た
課

　側溝清掃負担軽減、特段の配慮を
山
や ま お か

岡　節
せつ

夫
お

　

町長　補助金交付は今の段階ではできない

換
中
。
８
枚
お
き
に
２
枚

並
べ
る
計
画
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
他
の
市
町
村
で
は
条
例

を
作
り
、
側
溝
清
掃
補
助

金
を
支
給
し
て
い
る
が
、

支
給
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

県
内
で
は
日
向
市
が
条

例
化
し
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
自
主
活
動
を
基
本
と

し
、
活
動
状
況
の
推
移
や

社
会
情
勢
の
変
化
を
見
な

が
ら
、
今
後
の
対
応
は
検

討
し
て
行
き
た
い
。

問
街
区
公
園
の
清
掃
を
地

区
で
行
う
の
は
仕
方
な
い

が
、
維
持
費
を
負
担
さ
せ

る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

　

費
用
負
担
の
見
直
し
と
、

後
方
支
援
の
充
実
を
求
め

た
い
。

　

街
区
公
園
は
周
辺
地
区

住
民
が
利
用
す
る
事
か
ら
、

公
園
の
平
常
管
理
や
維
持

費
は
地
区
で
負
担
し
て
頂

く
こ
と
の
覚
書
を
結
ん
で

い
る
。

一　

般　

質　

問

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

軽量側溝蓋

公園清掃の様子

海浜公園

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
に
お
け
る
法
律
及
び
法
律
施
行

令
の
改
正
を
受
け
、
当
該
条
例
の
対
応

す
る
条
文
に
つ
い
て
法
律
及
び
施
行

令
に
沿
っ
た
改
正
を
行
う
も
の
。

　

貸
付
に
係
る
償
還
方
法
を
こ
れ
ま

で
の
年
賦
償
還
に
加
え
、
半
年
賦
及
び

月
賦
に
よ
る
方
法
を
追
加
し
、
保
証
人

に
つ
い
て
廃
止
す
る
改
正
を
行
っ
た
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

町
立
保
育
所
の
保
育
給
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
に
お
け
る
法
律
及
び
法
律
施
行

令
の
改
正
を
受
け
、
当
該
条
例
の
対
応

す
る
条
文
に
つ
い
て
法
律
及
び
施
行

令
に
沿
っ
た
改
正
を
行
う
も
の
。

　

国
に
お
い
て
、
子
育
て
を
行
う
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

負
担
対
象
額
の
算
定
方
法
の
整
理
、
無

償
化
に
係
る
用
語
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

財
産
の
取
得

　

災
害
時
の
応
急
救
護
時
に
使
用
す

る
資
機
材
、
食
糧
、
生
活
必
需
品
等
を

収
納
す
る
た
め
の
防
災
用
備
蓄
倉
庫

７
基
を
、
町
内
の
指
定
避
難
場
所
７
カ

所
に
整
備
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金

処
分
に
つ
い
て

　

決
算
の
結
果
、
当
年
度
純
利
益
が

４
千
９
７
７
万
８
千
８
５
５
円
と
な

り
、
こ
の
う
ち
３
千
万
円
を
建
設
改
良

積
立
金
に
積
み
立
て
、
残
り
１
千
９
７

７
万
８
千
８
５
５
円
を
減
債
積
立
金

に
積
み
立
て
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

門
川
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
に
つ
い
て

　

議
案
提
出
に
必
要
な
賛
成
者
を
２

人
か
ら
１
人
へ
変
更
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

門
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

委
員
の
選
任
に
係
る
条
文
に
新
た
な

項
を
加
え
る
も
の
。（

可
決
・
全
員
賛
成
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

令
和
２
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財

政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
歳
入
・
歳

出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
社
会
保
障
予

算
の
充
実
と
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
地
方
財
政
予
算
全
体
の

安
定
確
保
に
む
け
て
、
政
府
に
意
見
書

の
と
お
り
対
策
を
求
め
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

国
土
強
靭
化
対
策
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

　

充
実
し
た
財
源
の
確
保
を
含
め
た
支

援
措
置
を
行
え
る
よ
う
に
、
政
府
に
意

見
書
の
と
お
り
関
連
予
算
の
確
保
等
を

求
め
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

（
記　

広
瀬
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

　

現
委
員
の
本
田
和
己
氏
が
、
令
和
元

年
12
月
11
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、
再
度
選
任
す
る
に
あ
た

り
、
同
意
を
求
め
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

現
委
員
の
金
丸
眞
氏
が
、
令
和
元
年

9
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
再
度
任
命
す
る
に
あ
た
り
、

同
意
を
求
め
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
に
お
け
る

更
新
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

更
新
時
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
よ
う

に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

人　

事　

案　

件

そ　

の　

他

発�

委
・
発�

議

条　

例　

の　

改　

正
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　第７回議会報告会を以下のとおり開催します。
　議会の活動を報告するとともに、町民の皆様のご意見をお
聞きし、今後の議会活動に反映していきます。
　今回は以下の３つの会場で行いますので、ご都合の良いと
ころにお揃いでご参加くださいますようお願いいたします。

 ＊＊＊内　容 ＊＊＊
● 議会活動報告
● 意見交換会

令和元年 第３回臨時会表決表（令和元年７月29日）

各議員の審査結果（○：賛成、●：反対、退：退席、―：議長）

門川町新庁舎建設工事請負契約

議　　案

（全員賛成の議案は除きます。）

○

広
瀬

　拓
也

○

宇
都
宮
三
良

○

出
口

　希
俊

○

山
岡

　節
夫

○

中
城

　資
力

○

森
川

　春
夫

○

菊
地

　稿
治

退

森

　
　誠
一

○

請
関

　義
人

○

水
永

　正
継

●

神
﨑
千
香
子

○

安
田

　茂
明

○

岩
佐

　祐
一

－

令和元年度
門川町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ －

門川町水道事業給水条例の
一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －

門川町廃棄物の処理及び清掃に
関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －

門川町勤労者総合福祉センターの
設置及び管理に関する条例の一部
改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

門川町総合文化会館の設置
及び管理に関する条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

門川町都市公園条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

門川町法定外公共物管理の
一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

道路占用料徴収条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

西門川総合活性化センター設置
条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

門川町総合福祉センターの設置
及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

門川町福祉健康交流研修センター
（心の杜）の設置及び管理に関する
条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

門川町使用料徴収条例の
一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

内
山
田
善
信

消
費
税
増
税
に
伴
う
料
金
の
改
定
に
よ
る
も
の
で
す
。
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みなさまの声を
お聞かせください!!!

〇こういう特集を組んでほしい
〇議会だよりはここが読みにくい
〇もっと議員と話したい！

など、内容はなんでも構いません。
左のハガキにご記入の上、点線で切り取っ
てポストへ投函してください。

※寄せられたご意見は次号にてご紹介させ
　ていただく場合がございますのでご了承
　ください。
※氏名等は公表いたしません。
※切手は不要です。

●あなたの年代は？（〇をつけてください）
　10代　・　20～30代　・　40～50代　・　60代以上

●「議会だより」に対するご意見・ご感想

●町や議会に対するご意見等

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

令和元年10月30日(水)

時間：午後7時～8時30分

場所：門川漁協会議室

1
令和元年10月31日(木)

時間：午後7時～8時30分

場所：日向農協門川支店
場所：(JA門川)

2
令和元年11月1日(金)

時間：午後7時～8時30分

場所：加草4区公民館
場所：(海浜公園入口向かい側)

3

町民の皆さん！
自由なご意見を
お聞かせください！

議会報告会のご案内



高橋昊大朗さん（小２） 安蒜吏沙さん（小１）

平田弘昭さん（80代）

永瀬優子さん（40代）

粟田早苗さん（80代） 濱田剛さん（40代）

河野哲也さん（50代）
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きかせて 町
み ん な

民の声

学校に行くときに、車とぶつかりそう
なあぶないところがあるので、安全に
登校できるようにしてほしい。

須賀崎街区公園の整備（木の伐採）と、子ども
たちの利用が多いので、周辺にカーブミラーや
街灯、止まれの標識などを増やしてほしい。

・�子どもたちが放課後に
祖父母や親戚の家、習
い事などに通えるよう
に、コミュニティーバ
スの時間帯を夕方まで
にしてほしい。
・�町内に病児・病後児保
育があるといいのにな。

ランドセルが重いので学校に
おけたらなぁ。

町をあげてだんじり祭りを
盛り上げてほしい。

門川小学校と中学校には、グラウンドに
芝生があるといいと思う。ケガもしにく
くなると思うから。

大雨が降って側溝の排水が追いつか
ないので、早急に改善してほしい。
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８  ８  ３ ８  ７  ９  ０

門川町本町１－１

氏名

ペンネームまたはイニシャル

※返信は令和元年 12 月31日までにお願いします。

郵 便 は が き

地区

門川町役場　議会事務局  行

料金受取人払郵便

差出有効期間

日向局承認

625

令和元年
12月31日までに
切手を貼らずに
お出しください。

次回12月定例会の予定
※日程は変更になる場合があります

12/6（金）～12/16（月）

6日（金）

9日（月）

10日（火）

16日（月）

（開会）議案の上程

一般質問

一般質問

議案の採決（閉会）

議場にきてみらんね！
前回の９月定例会は17名の方に傍聴していただきま
した。上記の日程は変更になる可能性がありますが、
どなたでも傍聴できますのでぜひお越しください！
ホームページにも掲載します。ご覧ください。
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所
管
事
務
調
査

これから門川町で計画すべきと感じたこと
１．自主防災組織の全地区の早期結成
２．�地区出身の役場職員を担当者として派遣し、区長及び自主防災組織を中心に住民に避
難経路の周知徹底を行うこと

３．「何はともあれ、まず逃げろ！」を徹底して認識させる
４．どこに誰が住んでいるかなどを地区ごとに把握しておく
５．連絡網をあらかじめ作成しておき、公民館又は避難所などに置いておく
６．�震災時、家族はばらばらになり、連絡も取れないので、次の日の待ち合わせ場所を事
前に家族で決めておく

７．障がい者や弱者へのライフジャケットの配付計画

川
町
も
、黒
潮
町
と
同
じ
よ

う
な
高
い
防
災
意
識
を
育

て
た
い
」「
い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
想
定
し
な
が
ら
、誰
一

人
住
民
を
失
わ
な
い
」と
い

う
高
い
意
識
の
中
、防
災
対

策
を
考
え
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、避
難
放
棄
者
を
ど

の
よ
う
に
自
主
避
難
に
繋

げ
る
か
、と
い
う
課
題
に
は
、

「
玄
関
口
避
難
」と
言
っ
て
、

避
難
困
難
者
で
あ
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
人
が
自

宅
の
玄
関
口
ま
で
移
動
し

て
、そ
こ
か
ら
は
共
助
の
力

を
借
り
て
安
全
な
場
所
ま

で
避
難
す
る
対
策
を
考
え

て
い
る
。ど
の
よ
う
な
逆
境

か
ら
で
も
一
人
も
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
、と
い
う
本
気

を
感
じ
た
。

　

町
民
に
伝
え
た
い
。「
理
屈

抜
き
で
、ま
ず
逃
げ
ろ
！
」人

間
が
想
像
す
る
１
０
０
倍
の

悲
劇
が
起
き
る
の
だ
か
ら
、

人
が
考
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の

こ
と
で
は
な
い
。

　

門
川
町
で
も
、黒
潮
町
の

よ
う
な
高
い
意
識
の
中
で

防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
だ
と
感
じ
た
。被

災
者
０
人
を
目
指
し
て
計

画
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

（
記　

出
口
）

　

令
和
元
年
６
月
27
日
～

６
月
29
日
の
３
日
間
、高
知

県
庁
と
高
知
県
黒
潮
町
に

て
視
察
・
研
修
を
行
っ
た
。

　

調
査
の
目
的
は
、南
海
ト

ラ
フ
地
震
、津
波
減
災
目
標

達
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
県
で

あ
る
こ
と
、黒
潮
町
は
、新

庁
舎
高
台
移
転
を
完
了
し
、

犠
牲
者
０
を
目
指
す
地
震

津
波
対
策
を
立
案
・
推
進
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　

人
口
や
津
波
被
害
想
定

者
数
が
門
川
町
と
同
規
模

で
あ
り
、参
考
に
で
き
る
点

が
多
い
こ
と
か
ら
、研
修
場

所
と
し
て
、高
知
県
黒
潮
町

を
選
定
し
た
。

　

町
と
し
て
の
役
割
。議
会

と
し
て
の
役
割
、住
民
と
し

て
の
役
割
、地
区
と
し
て
の

役
割
を
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

ま
た
、住
宅
の
耐
震
化
や
、

避
難
通
路
・
避
難
場
所
の
整

備
、避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
等

も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
で
あ
り
、住
民
の
防

災
意
識
が
高
く
な
け
れ
ば

減
災
に
繋
が
ら
な
い
。「
門

総
務
財
政
厚
生
常
任
委
員
会

議会だより  かどがわ  No.160　　　（15）

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

携
す
る
『
南
三
陸
病
院
・
総

合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
南
三
陸
』

が
平
成
27
年
に
開
院
し
て

い
る
。

　

観
光
業
に
お
い
て
は
、観

光
客
数
が
震
災
前
の
１
０

０
万
人
超
か
ら
震
災
後
約

36
万
人
へ
と
減
少
し
た
が
、

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は

約
90
万
人
と
９
割
程
度
ま

で
に
回
復
し
て
い
る
。

  

気
仙
沼
市　
　

　

震
災
の
被
害
状
況
は
、人

的
被
害
に
お
い
て
、死
者

１
千
43
名
、行
方
不
明
者

２
１
４
名
、建
物
被
害
は
、

全
壊
１
万
６
千
４
５
９
棟
、

大
規
模
半
壊
２
千
３
０
７

棟
・
半
壊
１
千
８
９
３
棟
・

一
部
半
壊
５
千
４
６
５
棟

の
２
万
６
千
１
２
４
棟
で

被
災
家
屋
の
割
合
は
、全
家

屋
の
40
・
９
％
で
あ
っ
た
。

　

伝
承
館
で
は
、館
長
・
語

り
部
の
方
か
ら
、『
伝
承
館
』

設
立
の
理
念
・
意
義
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。

　

施
設
は
、岩
井
崎
（
気
仙

沼
湾
入
口
）の
近
く
に
位
置

し
、被
災
し
た
旧
気
仙
沼
向

洋
高
校
を
現
状
の
ま
ま
保

存
し
て
い
る
。震
災
の
記
憶

と
教
訓
を
伝
承
す
る
場
と

し
、ま
た
防
災
・
減
災
教
育

の
拠
点
と
す
る
こ
と
の
２

点
を
保
存
の
意
義
に
揚
げ
、

将
来
に
わ
た
っ
て
東
日
本

大
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を

伝
え
な
が
ら『
目
に
見
え
る

証
』と
し
て
い
る
。

　

津
波
は
南
校
舎
４
階
フ

ロ
ア
の
床
上
約
25
㎝
ま
で

浸
水
し
た
と
の
事
で
、教
室

内
に
残
さ
れ
た
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
や
壁
の
黒
ず
み
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

令
和
元
年
６
月
25
日
～

６
月
27
日
の
３
日
間
、宮
城

県
南
三
陸
町
と
気
仙
沼
市

に
て
視
察
・
研
修
を
行
っ
た
。

  

南
三
陸
町
　　

　

震
災
後
の
人
口
推
移
は
、

長
期
間
の
仮
設
住
宅
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
等
に
よ
り
、平
成
27
年

10
月
の
国
勢
調
査
で
は
、震

災
前
平
成
22
年
度
よ
り
、

５
千
59
人
減
で
減
少
率
29

％
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。　

　

今
後
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、持
続
的
・
積
極
的
に

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
施

策
が
課
題
と
な
っ
て
く
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
被
害
の
状
況
は
、人
的
被

害
に
お
い
て
死
者
６
２
０

名
、行
方
不
明
者
２
１
１
名

の
合
計
８
３
１
名
で
、建
物

被
害
は
全
壊
３
千
１
４
３

棟
、半
壊
及
び
大
規
模
半
壊

合
わ
せ
て
１
７
８
棟
の
合

計
３
千
３
２
１
棟
で
あ
っ

た
。

　

学
校
施
設
に
お
い
て
は
、

町
内
小
中
学
校
６
カ
所
が

被
災
し
た
が
す
べ
て
復
旧

し
、医
療
福
祉
施
設
と
し
て

は
、医
療
・
保
険
・
福
祉
が
連

　

ま
た
、北
校
舎
と
実
習
棟

を
つ
な
ぐ
連
絡
通
路
で
は
、

引
き
波
で
流
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
車
が
複
数
台
、そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の
が

確
認
さ
れ
、津
波
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
き
さ
、そ
の
怖
さ

に
驚
か
さ
れ
た
。

　
震
災
か
ら
８
年
余
り
が
過

ぎ
、宅
地
は
嵩
上
げ
さ
れ
て

お
り
復
旧
の
進
捗
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、時
の
流

れ
と
と
も
に
復
興
に
必
要
な

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
感
じ
る

と
い
う
南
三
陸
町
職
員
の
言

葉
に
、大
き
な
課
題
と
し
て

捉
え
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
次

第
で
あ
る
。

　

自
然
災
害
お
い
て
は
、

「
想
定
外
」と
い
う
言
葉
が

よ
く
使
わ
れ
る
が
、町
民
の

方
々
に
は
、自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
と
い
う
自
助
努

力
の
大
切
さ
を
常
々
発
信

し
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。

　

町
民
の
安
全
・
安
心
、併

せ
て
産
業
と
地
域
の
活
性

化
と
い
う
観
点
か
ら
今
後

ま
た
委
員
会
・
勉
強
会
の
中

で
調
査
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。（

記　

宇
都
宮
）

黒潮町新庁舎南三陸町役場

南三陸町職員による説明

散乱する教科書津波により校舎3階まで流された車

南国市避難タワーに設置されている
緊急避難ボート

グッドデザイン賞を受賞した中土佐避難タワー
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　連日の猛暑も過ぎ、朝晩やや冷え込む季節と
なってきました。
　今回の定例会では30年度決算、本年度補正予

算など、本町の予算が適切に運用されていることを確認し、議決いたし
ました。また、７月に行われた臨時会では、新庁舎の契約案件や、愛宕山
公園整備工事費増額が議決いたしました。
　門川だんじり振興会、門川漁業協同組合から陳情書が提出され、町議
会としまして冷静に的確に審議し、住民の声をしっかりと受け止め、

「みんなが主役」を目指してまいります。みなさんでＩ ＬＯＶＥ門川を
盛り上げましょう。　　　　　　　　　　　　　　　  　（記　宇都宮）

■門川の好きなところは災害が少なく、自然豊かで平和なと
ころ。■将来の夢は、“有名な”パティシエになること。■好き
な給食はカレーだという柔道少年。■素直で明るく、学校生活
に前向きに取り組んでいるとの担任の先生からの評。■柔道
の練習を頑張り各種の大会に出場している。■家ではお菓子
作りをしていてホットケーキを作るのが楽しみ。■もし町長
になったら、もっと災害のない平和な町を創りたい。■インタ
ビューには落ち着いて淡々と答えてくれました。門川町を代
表するパティシエ目指して、頑張れ蒼馬さん！

坂本　蒼馬さん（西門川小学校４年）
さかもと そう ま

■門川町は自然に恵まれているところが好き。■好きな給食は
カレーライスで、好きな教科は体育。身体を動かすことが好
き！■高校で甲子園に出場してプロ野球選手になることが夢。
■夢を叶えるために、生活面での礼儀や挨拶を日々がんばって
いる。今年は運動会で団長も務めた。■もし町長になったら、門
川の良さを世界中に発信したい。■将来は、チームのキャプテ
ンで人気のある兄のように、皆から信頼される人になりたい。
■野球部で仲間と一緒に全国制覇を目指す。■健康的な小麦色
の肌が印象的な青柳さん。夢に向かってはばたけ！

青柳　拓実さん（門川中学校３年）
あおやぎ たく み

■自然豊かで広い海がある、そんな門川町が好き。■給食はカ
レーライスが好きで、体育・図工・算数が好き。■走るのが得意
で、週２回、スポーツ少年団（陸上）に通っている。■将来の夢
はオリンピックに出て、陸上の長距離で金メダルを取ること。
■今年の運動会では、白団の団長を務め、優勝！■もし自分が
町長になったら、環境に優しい町にしたい。そして、大きな陸
上競技場を作りたい。■誰にでもやさしくできる、そんな人に
なりたいという幸星さん。天翔ける翼となれ！

山下　幸星さん（草川小学校６年）

夢に向かって
頑張る子どもたちに
エールをおくります！

やました こうせい

編 集 後 記


